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研究成果の概要（和文）：本研究課題の遂行に関しては、申請時に予想できなかったウクライナ危機が生じ、現
地調査などの見直しを余儀なくされた。しかしながら、研究実施機関全体を通して、論文（一つの著書の二つの
章も含む）を9本公刊することができ、国際学会報告も4回行った。政治・行政エリートのデータを収集し、ロシ
アの地方政治マシーンの変容を考察したほか、ロシアの官僚エリートの分析も行った。さらに、ウクライナの地
方エリートの動態に注目して、野党ブロック党の分析も行った。

研究成果の概要（英文）：Because this project was unexpectedly affected by the Ukrainian Crisis, the 
field work plan had to be changed. Nevertheless, nine articles (including chapters) have been 
published and four presentations were held with support of this project.
Accumulating the date on political and executive elites in Russia and Ukraine, I have analyzed the 
changing nature of Russian regional political machines, the mixture of patrimonial and technocratic 
characteristics of Russian executive elites, as well as the changing coalition of the Ukrainian 
regional elites in its Eastern parts.
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は、本研究課題開始以前におおよそ
次の三つを研究課題としてきた。 
 （1）ソ連の共産党体制の解体過程。ソ連
時代の共産党改革が「権力の真空」を生み出
したことを論じた。 
 （2）ロシアの政党政治・執行権力の相互
関係。執行権力によるテコ入れによって成立
した巨大与党の成立と動態を分析した。また、
2000 年代以降のロシア大統領の強いリーダ
ーシップは強力な与党と大統領府の制度的
資源が組み合わさったものであると論じた。 
 （3）ロシアから得た知見に基づき、旧ソ
連諸国の比較政治研究をおこない、特にロシ
アとウクライナの政党政治を分析した。 
 これらの研究課題を統合・発展させ、旧ソ
連諸国での集権的政治体制成立の謎を解く
ため、ロシアとウクライナに関して、政治エ
リート、大統領・大臣・次官と地方知事レベ
ルまでの行政エリート、および彼らと密接な
つながりを持つ経済エリートに関して分析
を行うことを課題とした。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、ロシアとウクライナを事例
として、政治・行政・経済エリートを分析す
るものであった。このエリート分析を通して、
旧共産主義諸国に特徴的な強い大統領権力
が、セクショナリズムによって停滞に陥りが
ちな官僚機構に対応する、制度的要請である
ことを明らかにすることが目的であった。 
 より具体的には次の課題を設定した。 
 （1）行政エリートに関して、次官の履歴
データを分析し、ロシアやウクライナの官僚
のキャリア・パタンを明らかにする。また、
具体的な政策過程を追跡することで官僚機
構のセクショナリズムを分析することを試
みる。また、連邦構成主体首長の履歴データ
や首長交代記録を収集し、中央による地方統
制の過程を分析する。 
 （2）政治エリートに関して、ロシアとウ
クライナの与党（統一ロシアとウクライナの
地域党）の制度化の程度と、与党の定着によ
る政治過程への影響を分析する。 
 （3）経済エリートと他分野のエリートと
の相互浸透を調査し、政治・行政エリートが
経済からどのような影響を受けていると想
定できるのかを分析する。 
 （4）以上の分析を総合し、不効率でセク
ショナリズムが強いとされる旧ソ連諸国の
官僚制は、実は深く社会に浸透している動員
力の強い官僚制であり、それゆえセクショナ
リズムが強くなり、大統領に代表される強い
意思決定機関の必要もそこから出ていると
の仮説を検討することを課題とした。 
 
３．研究の方法 
 本助成によって、当初想定した方法は、履
歴データの体系的収集と複数の地方を含め
た現地調査であった。ところが、研究申請時

に予想できなかったウクライナ危機とドン
バス地方での戦争により、当初想定したウク
ライナの地方都市（特にドンバス地方）での
フィールドワークが困難になった。また、ウ
クライナ危機により、地域党が瓦解したため、
地域党の制度化を検討する余地がなくなっ
た。そこで、当初案から修正し、実施した研
究の具体的方法は以下の通りであった。 
 （1）行政エリートに関しては、ロシア全
省庁の次官の履歴データを体系的に収集し
た。そこでリクルートメントの方式が、若い
時から採用されて、その省庁内で昇進する閉
鎖型任用制か、一般社会での経験を経て、上
級官僚に採用される開放型任用制か判別す
る。また、次官に昇進するまでに省庁間異動
を経験しているか、次官昇進時の年齢にばら
つきがあるか、などを分析し、家産制的とし
ばしばいわれるロシアの官僚制の実態を明
らかにすることを試みた。 
 （2）政治エリートに関しては、ロシアと
ウクライナで事情が異なる。ウクライナでは、
地域党の崩壊に伴い、与党研究に大きな修正
を余儀なくされた。そこで、ウクライナ危機
以前の地域党体制の分析を行うと同時に、地
域党の後継政党である野党ブロックに焦点
を絞り、中核地方での地方エリートの糾合に
成功しているかどうかをフィールドワーク
によって実態解明することを試みた。ロシア
に関しては、2016 年 9 月に下院選挙、2018
年 3月大統領選挙があったので、選挙監視の
経験を活かし、統一ロシア党がどのような選
挙戦を行ったのかを中心に分析することを
試みた。 
 （3）経済エリートに関しては、研究代表
者はこれまで経済エリートを研究した経験
がなかったために、すでに実績のある研究者
から知見を集めることから始める必要性が
感じられ、こうした研究者との共同の研究会
の組織を構想した。 
 （4）これらの研究成果は、英語と日本語
により発信し、国際的に周知されることを目
指した。 
 
４．研究成果 
 「研究の方法」欄で記載したとおり、本研
究課題の遂行に関しては、申請時に予想でき
なかったウクライナ危機が生じ、現地調査な
どの見直しを余儀なくされた。しかしながら、
研究実施期間全体を通して、論文（一つの著
書の章 2つも含む）を 9本公刊することがで
き、国際学会報告も 4回行った。本研究によ
り得られた成果は、以下の点にまとめること
ができる。第一に、ロシアの官僚制は一般に
言われているほど全面的に家産的ではなく、
高度に専門化されている側面もある。この専
門化が、強固なセクショナリズムも生み、統
合のために強いリーダーシップを大統領が
行使する必要が出てくる。第二に、ウクライ
ナの与党であった地域党は、地方エリートを
包摂することによって勢力を拡大していた



が、野党ブロックは現在地方エリートの糾合
に失敗しており、執行権力の支えのない恩顧
政党である野党ブロックには、明るい展望を
描きにくい状況にある。以下「研究の方法」
欄での項目に合わせて、具体的に述べる。 
 （1）ロシアの大臣と次官の履歴を体系的
に収集し、以下のことを明らかにした。高度
に専門化されたキャリア・パタンを持つ省庁
（外務省など）と、属人的な要因で昇進して
いると思われる省庁（スポーツ・観光省など）
があること、彼らの昇進は新大臣に任命と関
係ある場合もあるが、常にそう言えるわけで
はなく、誰が大臣であるかにかかわらず、当
該省を機能させるために必要な能力を持つ
と想定される次官が存在していること、こう
した専門化された官僚機構自体が、セクショ
ナリズムの温床になっていること、大統領の
強い権限はこのセクショナリズムに対処す
るための制度的要請でもあること。この問題
に関しては、2018 年 2月に国際ワークショッ
プで報告し、世界的な著名なロシア研究者か
ら好評を得たうえ、ワークショップ以前のワ
ーキングペーパーは、Rutland (2018)によっ
て言及された。 
 （2）ロシアの与党に関しては、2016 年下
院、2018 年大統領選挙の観察に基づき、以下
の点を明らかにした。2016 年下院選挙での統
一ロシア党の圧勝にもかかわらず、選挙戦に
おいて、党がプーチン大統領との結びつきを
強調していなかったこと、これは党側ではな
く、プーチン側からの意向である可能性が強
いこと、さらに、2018 年の大統領選挙でもプ
ーチンは統一ロシア党からの候補者ではな
く、独立系候補者として出馬したこと、など
の点から、プーチン大統領は、一般に腐敗し
ているとみなされがちな政党政治から距離
を置き始めている。さらに、近年の地方知事
の頻繁な更迭や逮捕（地方知事についてもソ
連解体期からデータを体系的に収集した）か
ら、プーチン体制は、中位エリートに厳しい
対応をすることで、全国民的支持を調達する
ポピュリスト体制へ移行しつつあると論じ
た。この内容はアメリカとイギリスの学会で
報告したうえで、イギリスの査読誌に掲載さ
れた。 
 ウクライナに関しては、ウクライナ危機以
前のウクライナ政治が地方閥の求心的競合
によって特徴づけられることを主張し、査読
誌に掲載された。その後、ドネツクという中
核地域を失った地方閥政党である野党ブロ
ックに焦点を当てて、ハリコフ州とドニプロ
ペトロフシク州で、現地エリートの糾合に野
党ブロックが失敗していることを明らかに
した。これはアメリカの学会で報告し、現在
投稿中である。 
 （3）経済エリートに関しては、国際ワー
クショップにてRutlandや新進気鋭の研究者
Melnykovska から知見を収集するにとどまっ
た。今後継続して調査していきたい。 
 

 なお、本研究課題から派生して、ソ連の共
産党体制解体過程に関して、論文を執筆した
が、これは本研究課題の史的基礎を形成する
ものである。 
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